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　はじめまして。民俗部会専門委員の三津山智香と
申します。常陸大宮市史編さん事業では、生

せいぎょう
業の調

査を担当しております。生業とは、農業をはじめと
した暮らしを立てるための仕事を指します。自然に
めぐまれた常陸大宮市では、地域ごとの特色を生か
し、農業・漁業・林業・畜産業・養蚕業など、様々
な生業が展開してきました。
　現在、田んぼや畑を耕したり、荷物を運んだりす
るときには、農業用機械やトラックを用いると思い
ます。しかし、ほんの数十年前までは、機械も車も
ありませんでした。そんなときに活躍していたのが、
牛馬です。牛馬は農耕や運搬、厩

きゅうひ
肥生産などに用い

られ、人々の生活に不可欠な存在でした。牛馬の健
康や死後の供養を目的とした神仏も多く祀られてい
ます。今回は、そんな牛馬に関わる神仏の話をした
いと思います。
　まず、路傍の石仏・石塔をみてみましょう。『山方
の石仏石塔』［山方町文化財保存研究会編　1999］に
は「馬頭観世音」、「馬力神」といった、牛馬の守護に
関わる神仏の石仏・石塔が江戸～昭和にかけて243
基建てられていることが記されています（写真1、
2）。旧山方町の石仏・石塔のうち、牛馬の守護に関
わるものは約30％を占めます。なかには、軍馬とし
て戦地へ向かった馬のために建てた「出征軍馬塔」も
みられます。
　『おおみやの野仏とその祈り』［大宮町歴史民俗資
料館編　1995］には、牛馬の守護に関わる石塔・石
仏は181基確認されております。これは、旧大宮町
に建てられている石仏の12.9％に相当します。
　石仏・石塔の建立以外にも、牛馬の健康を願った
行事は複数行われてきました。たとえば、小正月に
は団子を16個つけた木の枝を、馬屋に祀ったオソウ
ゼン様に供える「ミズノキ」という行事が行われまし
た［美和村史編さん委員会編　1993　913-914
頁］。オソウゼン様は主に東日本でみられる牛馬を守
護する神です。また、4月17日には栃木県茂木町の
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松倉山上観音堂に参拝する「松倉さん詣り」が行われ
ました。松倉山上観音堂は牛馬の守護にご利益があ
るとされ、お祭りの日には多くの参拝客でにぎわっ
ていたようです。松倉山上観音堂境内の笹をとって
きて、馬の病気のときなどに与えていました［美和村
史編さん委員会編　1993　920頁］。牛馬をとても
大切にしていた様子が伝わってきます。
　生業に関する信仰は、養蚕に関わる蚕影神社、稲
作に関わる田の神、山仕事に関わる山の神など、牛
馬以外にもみられます。豊かな実り、仕事の安全、
多くの収入といった、生活に直結した人々の願いが
うかがえますね。
　生業の方法や技術といった点だけでなく、信仰に
ついてもお話を伺っております。ご存じの方は、ぜ
ひ、教えてください。

（写真１）馬頭観音の像塔 （写真２）馬頭観音の文字塔
（『山方の石仏石塔』より抜
粋）
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